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20
年
前
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
契
機

と
し
て
、
大
規
模
災

害
時
の
効
果
的
人
命

救
助
の
た
め
、
全
国

の
消
防
機
関
に
緊
急

消
防
援
助
隊
が
発
足
し
た
。
▼
東
日

本
大
震
災
直
後
、
全
国
の
ヘ
リ
部
隊

は
緊
急
出
動
指
示
に
よ
り
被
災
地
へ

飛
来
し
た
。
し
か
し
、
雪
に
視
界
を

阻
ま
れ
現
地
に
到
着
で
き
な
い
。
翌

早
朝
、津
波
に
流
さ
れ
氷
点
下
で
一
夜

を
過
ご
し
た
被
災
者
の
一
刻
を
争
う

救
助
活
動
を
終
日
展
開
す
る
も
、
日

没
に
よ
り
救
助
を
断
念
、「
絶
対
生
き

て
い
て
く
だ
さ
い
。
明
日
必
ず
来
ま

す
」
と
伝
え
帰
還
す
る
隊
員
の
無
念

さ
。
地
上
部
隊
も
合
わ
せ
３
日
間
で

１
７
、９
２
４
人
を
救
助
し
た
。
▼
大

震
災
直
後
の
情
報
錯
綜
、
津
波
に
よ

り
原
形
を
と
ど
め
な
い
被
災
地
の
位

置
把
握
の
困
難
。
そ
の
後
、現
場
で
の

教
訓
に
よ
り
技
術
研
究
が
進
み
、
夜

間
レ
ー
ダ
ー
・
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
・

被
災
前
後
の
地
形
把
握
捜
索
地
図
シ

ス
テ
ム
等
々
の
改
善
・
開
発
に
繋
が
っ

た
。
昨
年
８
月
の
広
島
土
砂
災
害
時

は
、地
図
シ
ス
テ
ム
が
効
率
的
救
助
に

活
か
さ
れ
た
。
▼
一
方
で
東
電
の
汚
染

水
外
洋
流
出
の
隠
蔽
は
、
地
元
漁
協

は
も
と
よ
り
国
民
の
信
頼
を
も
根
底

か
ら
揺
る
が
し
て
い
る
。
廃
炉
作
業

は
最
低
40
年
と
推
定
さ
れ
る
が
、
未

だ
溶
け
落
ち
た
燃
料
棒
の
所
在
す
ら

不
明
。
原
発
事
故
発
生
に
よ
り
、と
て

つ
も
な
い
犠
牲
と
コ
ス
ト
と
時
間
を
費

や
し
て
い
る
。
人
間
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
及
ば
な
い
こ
と
も
知
っ
た
。

　

鹿
児
島
県
労
福
協
は
、２
０
１
２
年

度
か
ら
５
年
を
目
途
に
「
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
支
援
活

動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン
（
注
）

が
現
地
の
市
民
団
体
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｐ

（Street Children Assistance and 
Developm

ent Program
m

e

）
と
協
働

し
て
行
っ
て
い
る
、学
校
に
行
け
な
い
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
基
礎
的
な
教
育

を
提
供
す
る
「
寺
子
屋
教
室
」
の
運
営

支
援
に
参
加
す
る
形
で
す
。

　

２
０
１
４
年
度
は
、
寄
せ
ら
れ
た
募

金
30
万
円
で
、２
か
所
の
寺
子
屋
教
室

と
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｐ
の
児
童
保
護
施
設
に
、

学
用
品
や
教
室
で
使
う
文
具
・
教
材
、

生
活
用
品
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

村
上
聖
英
団
長
（
自
治
労
）
以
下
９

名
の
訪
問
団
は
、２
０
１
５
年
２
月
に
子

ど
も
た
ち
に
会
い
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
、ト
ゥ
ー
ル
ス
レ
ン
博
物
館

を
見
学
。
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
時
代
（
75

～
79
年
）
に
拷
問
や
虐
殺
が
行
わ
れ
た

刑
務
所
跡
で
す
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、１
９
７
０
年
か
ら
の

20
年
間
に
も
及
ぶ
戦
乱
で
、人
々
も
社

室
と
、Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｐ
の
児
童
保
護
施
設

で
、子
ど
も
た
ち
が
歌
や
伝
統
舞
踊
で

歓
迎
し
て
く
れ
、日
本
か
ら
持
っ
て
行
っ

た
ト
ラ
ン
プ
や
風
船
で
交
流
し
ま
し
た
。

ま
た
、シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
で
は
、公
立
の

プ
リ
ア
・
エ
ン
コ
セ
イ
小
学
校
を
訪
問
。

校
長
先
生
が
「
こ
の
10
年
で
子
ど
も
た

ち
の
学
力
は
向
上
し
た
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

訪
問
団
に
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、実

際
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
そ
の
歴
史
と
現
実

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
得
る
も
の
も

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
募
金
や
訪
問

団
派
遣
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
全
て
の

方
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
子
ど
も
教
育
支
援
募
金
活

動
へ
の
ご
協
力
を
改
め
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

※
エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン
は
、自
治
労
（
全
日

本
自
治
団
体
労
働
組
合
）
が
社
会
貢
献

事
業
と
し
て
１
９
９
４
年
に
開
始
し
た

ア
ジ
ア
の
子
ど
も
の
家
事
業
を
引
き
継

い
だ
国
際
協
力
団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
で
す
。

スラム再定住地センソクの寺子屋

会
制
度
も
極
め
て
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
民
の
平
均
年

齢
は
25
歳
く
ら
い
で
す
。

　

１
９
９
３
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
再

建
か
ら
22
年
、今
、ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト

な
ど
の
遺
跡
群
は
観
光
客
で
あ
ふ
れ
か

え
り
、
経
済
成
長
も
め
ざ
ま
し
い
で
す

が
、ま
だ
ま
だ
貧
困
の
な
か
で
暮
ら
す

人
々
が
多
く
い
ま
す
。

　

訪
問
し
た
の
は
、プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
の

ス
ラ
ム
再
定
住
地
（
開
発
で
移
住
さ
せ

ら
れ
た
）
セ
ン
ソ
ク
に
あ
る
寺
子
屋
教

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
寺
子
屋
を
訪
問

県
労
福
協
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
子
ど
も
教
育
支
援
」
訪
問
団
紙
上
報
告

「
奨
学
金
被
害
の
現
状
と
課
題
」を

学
ぶ
講
演
会
開
催

　
　

県
労
福
協
、姶
良
伊
佐
・

奄
美
地
域
労
福
協

　

県
労
福
協
は
地
域
労
福
協
と
の
共
催

で
２
月
21
日
（
土
）、奨
学
金
問
題
対
策

全
国
会
議
事
務
局
長
の
岩
重
佳
治
弁
護

士
を
お
迎
え
し
て
、霧
島
市
と
奄
美
市

で
奨
学
金
問
題
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

「
奨
学
金
を
生
徒
に
勧
め
て
い
ま
し
た

が
、こ
れ
か
ら
は
自
分
た
ち
が
奨
学
金

に
対
す
る
考
え
方
を
変
な
い
と
い
け
な

い
、ま
た
今
日
の
お
話
を
学
生
の
保
護

者
に
聞
か
せ
た
い
」
な
ど
、
多
く
の
質

問
・
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
奄
美
地
域
労
福
協
】

　

奄
美
市
名
瀬
の
Ａ
ｉ
Ａ
ｉ
ひ
ろ
ば
で

開
催
し
、約
40
名
参
加
。
岩
重
さ
ん
は
、

学
費
の
高
騰
や
家
計
収
入
の
減
少
に
よ

り
奨
学
金
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況

に
あ
る
こ
と
や
、非
正
規
雇
用
の
拡
大
、

リ
ス
ト
ラ
、
病
気
等
に
よ
り
返
済
が
困

難
に
な
っ
た
人
々
の
救
済
策
が
不
十
分

だ
と
制
度
改
革
の
必
要
性
を
話
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
の
奨
学
金
を
親
が
返
す

こ
と
に
よ
っ
て
親
の
老
後
も
生
活
苦
に

陥
る
な
ど
負
の
連
鎖
も
指
摘
さ
れ
、社

会
全
体
の
し
く
み
を
変
え
る
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

【
姶
良
伊
佐
地
域

労
福
協
】

　

霧
島
市
国
分

公
民
館
で
開
催

し
、
約
45
名
の

参
加
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

関
係
や
高
校
の

事
務
局
の
先
生

等
来
場
さ
れ
、
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大
人
の
ラ
ジ
オ
体
操
教
室
を

開
催
！

大
島
支
店
青
年
・
女
性
推
進
委
員
会

　

大
島
高
校
体
育
館
に
お
い
て
２

月
15
日
、
青
年
・
女
性
推
進
委
員

会
の
イ
ベ
ン
ト
「
大
人
の
ラ
ジ
オ

体
操
教
室
」
を
会
員
家
族
を
含
む

10
会
員
１
０
０
名
の
参
加
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
筋
肉
番
付
の
番
組

で
有
名
な
「
マ
ッ
ス
ル
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
」
に
８
年
間
在
籍
さ
れ
、
ラ

ス
ベ
ガ
ス
公
演
に
も
出
演
さ
れ
た

奄
美
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
重

村
俊
介
さ
ん
を
お
招
き
致
し
ま
し

た
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
「
第
一
」
と
「
第

二
」
の
違
い
や
、
一
つ
ひ
と
つ
の

正
し
い
動
き
等
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、『
結

構
き
つ
い
な
』
と
い
う
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
が
、
日
頃
の
運
動
不
足

の
解
消
や
、
毎
日
続
け
る
こ
と
で

肩
こ
り
や
腰
痛
改
善
、
更
に
は
ダ

イ
エ
ッ
ト
効
果
も
期
待
で
き
る
よ

う
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
後
半
に
は
、

講
師
の
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
披
露
や
全

員
に
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
な
ど

が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
大
変
喜

ば
れ
ま
し
た
。

　

支
店
推
進
委
員
会
と
青
年
・
女

性
推
進
委
員
会
の
合
同
で
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
２
月
８
日
開
催
し
ま

し
た
。
午
前
中
で
、
都
城
市
で
の

開
催
と
い
う
こ
と
で
、
朝
早
く
に

出
発
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
が
、
多
く
の
組
合
員
や
子

供
た
ち
な
ど
総
勢
70
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

始
球
式
で
は
、
み
ん
な
の
注
目

が
集
ま
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、

川
野
青
年
女
性
委
員
長
が
見
事

な
ス
ト
ラ
イ
ク
を
出
し
、
拍
手
喝

采
で
盛
り
上
が
り
、
ゲ
ー
ム
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ボ
ウ
リ
ン

グ
は
何
年
ぶ
り
と
い
う
方
や
マ

イ
ボ
ー
ル
持
参
の
方
、
親
子
で
一

緒
に
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
方
な
ど
、

様
々
な
レ
ー
ン
か
ら
歓
声
の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
終
了
後
は
交
流
会

と
し
て
、
焼
肉
・
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

を
堪
能
し
、組
合
紹
介
等
も
あ
り
、

た
い
へ
ん
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

出
水
支
店
推
進
委
員
会
と
青

年
・
女
性
推
進
委
員
会
の
合
同
イ

ベ
ン
ト
『
突
撃
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
in

出
水
』
を
２
月
６
日
に
開
催
し
、

９
会
員
71
名
の
方
々
に
参
加
し
て

　

徳
之
島
地
区
推
進
委
員
会
は
12

月
20
日
、
島
内
会
員
か
ら
38
名
を

集
め
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
め

ざ
す
沖
縄
・
奄
美
群
島
区
に
あ
る

徳
之
島
に
住
む
者
と
し
て
、
今
一

度
「
徳
之
島
の
美
し
く
豊
か
な
自

然
、
歴
史
、
戦
跡
を
学
び
合
う
」

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
郷
土
研
究
会
の

幸
多
氏
を
講
師
に
薩
摩
藩
政
下
の

突撃パイナップル�おもろいで～�

お父さん�頑張って�

▲思いっきり楽しめるラジオ体操です�◀あ・た・た・た・た･･

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
！

　
志
布
志
支
店
推
進
委
員
会
／

青
年
・
女
性
推
進
委
員
会

『
突
撃
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
』
in 

出
水

　
出
水
支
店
推
進
委
員
会
／

青
年
・
女
性
推
進
委
員
会

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
吉

本
興
業
所
属
の
鹿
児
島
県
住
み
ま

す
芸
人
『
突
撃
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
』

に
出
演
し
て
も
ら
い
お
笑
い
を
楽

し
ん
だ
ほ
か
、
全
員
参
加
型
の
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
を
し
た
い
と
い
う
青

年
・
女
性
推
進
委
員
会
の
企
画
に

よ
っ
て
、『
風
船
テ
ー
プ
は
が
し

リ
レ
ー
』
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
進
行
は
『
突
撃
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
』
に
お
願
い
し
、
テ
ー

ブ
ル
ご
と
の
チ
ー
ム
戦
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
参
加
者
全
員
で
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
汗
と
涙

と
ハ
ラ
ハ
ラ
感
溢
れ
る
楽
し
い
交

流
会
と
な
り
ま
し
た
。

徳
之
島
再
発
見
！

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た

徳
之
島
地
区
推
進
委
員
会

徳
之
島
支
店
推
進
委
員
会
イ
ベ
ン
ト
①

慎重に。慎重に。☆風船テープはがしリレー☆
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沖
永
良
部
地
区
推
進
委
員
会
は

12
月
23
日
、
家
族
連
れ
37
名
の
参

加
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
イ
ベ
ン
ト

は
、
江
戸
時
代
に
薩
摩
藩
か
ら
赴

任
し
た
役
人
が
妻
子
の
為
に
築
造

し
た
と
い
わ
れ
る
純
琉
球
式
の
掘

り
込
み
墓
新
城
花
窪
ニ
ャ
ー
ト
墓

を
知
名
町
の
学
芸
員
の
宮
城
氏
の

案
内
で
視
察
し
ま
し
た
。
越
山
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
職
員
か
ら

説
明
を
受
け
、
ゴ
ミ
等
の
分
別
意

識
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

島
の
基
幹
産
業
で
あ
る
南
栄
糖

業
の
見
学
で
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
が

運
ば
れ
、
原
料
糖
に
加
工
さ
れ
る

ま
で
の
工
程
を
学
び
ま
し
た
。
不

純
物
は
有
機
堆
肥
に
、
搾
り
か
す

アマミノクロウサギ（剥製）

青銅器時代に刻んだとされる線刻画が保存されている

ニャート墓全景

焼却までの流れ

は
再
利
用
さ
れ
ク
リ
ー
ン
電
力
と

し
て
発
電
に
と
、
捨
て
る
も
の
が

無
い
こ
と
に
一
同
感
心
。

　

知
名
町
下
水
道
施
設
で
は
、
下

水
と
微
生
物
を
混
ぜ
綺
麗
に
な
っ

た
水
は
海
に
放
流
し
、
汚
泥
は
乾

燥
さ
せ
有
機
肥
料
へ
と
変
身
。
職

員
の
「
肥
料
は
い
つ
で
も
持
っ
て

帰
っ
て
良
い
で
す
よ
」
と
の
お
話

に
、
俄
か
に
活
気
付
く
参
加
者
。

最
後
に
知
名
町
歴
史
資
料
室
を
訪

問
、
祖
先
の
生
活
に
思
い
を
は
せ

る
ひ
と
時
で
し
た
。
半
日
の
行
程

で
し
た
が
、
日
頃
な
か
な
か
入
ら

な
い
史
跡
や
施
設
に
訪
問
で
き
好

評
で
し
た
。

　

九
州
ろ
う
き
ん
で
は
、
九
州
各

県
内
の
民
間
放
送
局
17
局
（
う
ち

鹿
児
島
は
３
局
）
に
て
職
員
出
演

に
よ
る
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
回
は
、カ
ー
ラ
イ
フ
・

教
育
ロ
ー
ン
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
告

知
を
メ
イ
ン
に
、ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
ら
赤
崎
職
員
と
横
山
職
員
に
、

鹿
児
島
南
支
店
か
ら
和
泉
職
員
と

堂
下
職
員
に
ご
協
力
を
頂
き
、
初

回
の
収
録
に
は
ツ
カ
エ
ル
さ
ん
も

一
緒
に
出
演
し
ま
し
た
。

※�

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
と
は
、
放
送
局

の
任
意
で
実
施
す
る
無
料
の
番

組
内
告
知
Ｃ
Ｍ
の
こ
と
で
す
。

た
歴
史
も
あ
り
、
ろ
う
き
ん
で
作

成
し
た
パ
ン
フ
も
「
大
変
参
考
に

な
っ
た
」「
後
日
自
分
達
で
活
用

で
き
る
」
と
好
評
で
し
た
。
私
た

ち
の
力
は
僅
か
で
す
が
、
こ
う
し

た
活
動
を
通
し
て
「
愛
す
る
徳
之

島
の
再
発
見
」
と
、
世
界
自
然
遺

産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、

そ
の
後
の
「
大
切
な
も
の
を
次
世

代
に
語
り
継
ぐ
」
営
み
の
一
助
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

地
元
の
産
業
施
設
や
史
跡

に
学
ぼ
う
！

沖
永
良
部
地
区
推
進
委
員
会

徳
之
島
支
店
推
進
委
員
会
イ
ベ
ン
ト
②

史
跡
や
貝
塚
等
の
遺
跡
な
ど
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
世
界
で
も
奄
美

大
島
と
徳
之
島
に
し
か
生
息
し
な

い
固
有
種
の
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ

ギ
の
生
息
地
で
は
、
夜
間
に
し
か

動
か
な
い
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
、
活
動
地
域

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

天
候
や
時
間
の
制
約
も
あ
り
、

予
定
し
た
全
て
の
場
所
を
視
察
で

き
な
か
っ
た
も
の
の
、
地
元
の
方

も
初
め
て
の
史
跡
や
知
ら
な
か
っ

県
内
民
放
３
社
で

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
実
施
�

告
知
Ｃ
Ｍ
に
５
名
が
出
演
！ＫＫＢ放送

ＫＹＴ放送

ＫＴＳ放送
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「
住
ま
い
る
共
済
新
発
売
　
全
労
済
　
春
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施
中

～
新
生
活
応
援
　
全
労
済
の
お
店
で
ま
ず
は
保
障
相
談
し
よ
う
～

ご案内

全
労
済
鹿
児
島

創
立
55
周
年
の
取
り
組
み

ご案内

 

【
該
当
す
る
場
合
は
、

　
ぐ
り
ん
ぼ
う
店
舗
へ
ご
来
店
を
】

□
保
障
内
容
が
わ
か
ら
な
い
。

□
無
駄
な
保
障
を
見
直
し
た
い
。

□
家
族
が
増
え
た
。

□
子
ど
も
が
新
し
く
車
を
購
入
。

□
車
両
補
償
を
つ
け
た
い
。

□
住
宅
の
保
障
を
充
実
し
た
い
。

□
台
風
や
地
震
に
備
え
た
い
。

□
老
後
の
生
活
資
金
が
不
安
だ
。

□
障
が
い
や
介
護
に
備
え
た
い
。

　

２
０
１
５
年
３
月
２
日
～
３
月
31
日

ま
で
、｢

新
生
活
応
援　

全
労
済　

春
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン｣

を
実
施
中
で
す
。

　

左
表
に
該
当
す
る
場
合
は
、ぐ
り
ん
ぼ

う
鹿
児
島
・
鹿
屋
・
奄
美
へ
保
障
相
談

等
、お
気
軽
に
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

　

ラ
ジ
オ
、Ｔ
Ｖ
、
新
聞
等
、
色
々
な
媒
体
を

通
じ
て
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
告
知
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
３
月
23
日
（
月
）
に
全
労
済
鹿
児
島

本
部
は
「
創
立
55
周
年
」
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

「
身
近
で
頼
り
が
い
が
あ
る
」
全
労
済
を
め
ざ
し
、現
在
、

「
全
労
済
鹿
児
島
創
立
55
周
年
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、

重
点
共
済
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
展
開
中
で
す
。

　

２
０
１
５
年
５
月
末
ま
で
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す

の
で
、
協
力
団
体
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
引
き
続
き
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ　

放
送
日
】

　

３
月
２
日　

Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
（
ポ
ニ
ー
号
中
継
）

　

３
月
５
日　

Ｆ
Ｍ
か
ご
し
ま

　

３
月
６
日　

Ｋ
Ｔ
Ｓ
お
し
ゃ
べ
り
サ
ラ
ダ

　

３
月
13
日　

Ｆ
Ｍ
か
ご
し
ま

　

３
月
17
日　

Ｆ
Ｍ
か
ご
し
ま　

 

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
告
知
の
ご
紹
介

注目

ＭＢＣラ
ジオの皆さま、ありがとうございました！

生中継の模様
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「
イ
ケ
ダ
パ
ン
労
働
組
合 

中
途
採
用
組
合
員
研
修
会
」が
２
月
10
日（
火
）に
、

霧
島
国
際
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

15
人
の
方
々
に
全
労
済
よ
り
、「
全
労
済
と
は
」「
生
活
保
障
設
計
運
動
と
は
」

を
講
演
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
協
力
団
体
の
セ
ミ
ナ
ー
や
催
し
等
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、お
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
吉よ

し
ま
る丸　

英ひ
で
と
し俊

　
　
　
（
管
理
部　

業
務
管
理
課
１
係
）

　

４
年
間
と
い
う
時
間
の
中
で
色
々
と
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
新
天
地
の
宮
崎
県
本
部
で
も
活

か
し
、一
生
懸
命
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

全
労
済
で
は
１
９
９
２
年
よ
り

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
環

境
問
題
等
に
取
り
組
む
団
体
を
対

象
に
助
成
事
業
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
全
労
済
地
域
貢
献

助
成
事
業
は
引
き
続
き
、｢

未
来
の

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
自
然
を
残

す
た
め
に
、
今
と
未
来
を
生
き
る
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に｣

を
テ
ー
マ

に
、
地
域
の
人
々
が
助
け
合
っ
て
環

境
を
守
る
活
動
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
育
ち
を
支
え
る
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

　

環
境
活
動
お
よ
び
子
育
て
・
子

育
ち
支
援
活
動
に
関
わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
市
民
団
体
等
を
対
象
に
下
記
の

要
領
で
募
集
し
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
内
の
環
境
活
動
お
よ

び
子
育
て
子
育
ち
支
援
活
動
に
携

わ
る
、
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団
体

等
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
２
０
１
５
年

全
労
済
地
域
貢
献
助
成
事
業
概
要
】

〔
対
象
団
体
〕

　

全
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
市
民
団
体
等

〔
助
成
対
象
活
動
〕

　

・
地
域
の
自
然
環
境
を
守
る
活
動

　

・
低
炭
素
・
循
環
型
地
域
社
会
を
つ
く
る
活
動

　

・
地
域
の
自
然
や
環
境
の
大
切
さ
を
学
ぶ
活
動

　

・�

子
ど
も
や
親
子
の
孤
立
を
防
ぎ
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
生
み
出
す
活
動

　

・�

困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
・
親
が
、助
け
合
い
、

生
き
る
力
を
育
む
活
動

〔
助
成
金
〕

　

１
団
体
に
対
す
る
助
成
上
限
額
30
万
円

〔
応
募
方
法
〕

　

所
定
の
申
請
書
類
で
応
募
く
だ
さ
い
。

　

※�

応
募
要
領
や
申
請
書
類
等
は
、
全
労
済
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　
　
　

http://w
w
w.zenrosai.coop/eco

〔
応
募
期
間
〕

　

２
０
１
５
年
３
月
25
日
～
４
月
８
日

【
講
演
議
題
】

⑴ 

全
労
済
と
は

　
　

①
生
活
協
同
組
合
と
は

　
　

②
全
労
済
共
済
商
品
に
つ
い
て

⑵ 

生
活
保
障
設
計
運
動
と
は

　
　

①
生
活
保
障
設
計
運
動
の
考
え
方

　
　

②
生
活
保
障
設
計
運
動
の
実
践

 

協
力
団
体
の
活
動
へ
の
参
加
に
つ
い
て

ご案内

２
０
１
５
年
４
月　

人
事
異
動
の
報
告

ご案内

転出

「
２
０
１
５
年　

全
労
済
地
域
貢
献
助
成
事
業
」
の
募
集

ご案内
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Ｑ　

失
敗
し
た
と
き

な
ど
、
か
ん
た
ん
に
自

信
を
取
り
戻
す
方
法
は

あ
り
ま
す
か
？

　

Ａ　

う
つ
む
い
て
、

猫
背
に
な
っ
て
、
手
を

組
ん
だ
り
腕
を
組
ん

だ
り
す
る
の
を
や
め
ま

し
ょ
う
。
姿
勢
を
ほ
ん

の
少
し
変
え
る
だ
け
で

自
信
が
生
ま
れ
る
と
い

う
こ
と
が
、研
究
に
よ
っ

て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｑ　

堂
々
と
し
た
姿

勢
が
い
い
と
い
う
こ
と

で
す
か
？

　

Ａ　

息
を
大
き
く
吸
っ
て
斜
め
上

を
見
上
げ
、
両
腕
を
大
き
く
開
き
、

ぐ
っ
と
こ
ぶ
し
に
力
を
入
れ
ま
す
。
ア

イ
デ
ア
に
詰
ま
っ
た
と
き
は
、立
っ
た

ま
ま
、両
手
を
机
に
つ
い
て
、職

場
の
人
た
ち
を
見
下
ろ
し
な
が

ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

Ｑ　

な
ぜ
こ
う
し
た
姿
勢
が

効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
？

　

Ａ　

思
考
や
感
情
は
「
行
動

の
後
づ
け
」
に
よ
っ
て
生
ま
れ

る
部
分
が
大
き
い
の
で
す
。
人

間
の
脳
は
意
外
に
単
純
な
の
で

す
。
ヨ
ガ
に
も
、「
勝
利
の
ポ
ー

ズ
」
や
「
戦
士
の
ポ
ー
ズ
」
が

あ
り
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
な
働

き
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

Ｑ　

ほ
か
に
も
効
果
的
な
も

の
は
あ
り
ま
す
か
？

　

Ａ　

落
ち
込
み
す
ぎ
て
、
食

欲
も
な
く
眠
れ
な
い
と
い
う
状

態
で
な
け
れ
ば
、
軽
い
運
動
が

効
果
的
で
す
。
30
分
程
度
の
軽

い
運
動
で
、う
つ
状
態
が
軽
減
さ

れ
、気
分
が
高
揚
す
る
こ
と
が
研

究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

散
歩
、
軽
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
、ス
ト

レ
ッ
チ
や
ヨ
ガ
、軽
く
汗
ば
む
程

度
の
ス
ポ
ー
ツ
が
お
勧
め
で
す
。

同
僚
を
誘
っ
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
や

卓
球
も
い
い
。
ス
ト
ラ
イ
ク
や

ス
マ
ッ
シ
ュ
を
決
め
て
ハ
イ
タ
ッ

チ
を
す
れ
ば
、
落
ち
込
ん
だ
気

持
ち
は
吹
き
飛
ぶ
は
ず
で
す
。

幸せになる思考力（４）

ニュース・
ワード

ニコニコ超会議２０１５

約
12
万
５
０
０
０
人
が
来
場
。
会
場

の
模
様
を
ネ
ッ
ト
で
視
聴
し
た
人
も

約
７
６
０
万
人
に
上
り
ま
し
た
。
４

回
目
を
迎
え
る
今
年
は
会
場
の
利
用

面
積
を
拡
大
。
出
展
ブ
ー
ス
も
増
え

る
こ
と
か
ら
、
昨
年
以
上
の
来
場
者

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
配

信
サ
イ
ト
「
ニ
コ
ニ
コ
動

画
」
の
利
用
者
が
集
う
イ
ベ

ン
ト
。

　

サ
イ
ト
の
運
営
会
社
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
ニ
コ
ニ
コ
超

会
議
実
行
委
員
会
の
主
催

で
、
４
月
25
、
26
日
に
千
葉

県
の
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
会
場
で
は
、
音
楽

演
奏
の
動
画
を
投
稿
し
て
い

る
利
用
者
の
ラ
イ
ブ
や
、
政

党
ブ
ー
ス
か
ら
の
ネ
ッ
ト
放

送
な
ど
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。

　

昨
年
は
大
相
撲
の
力
士
に
よ
る
取

組
が
話
題
と
な
り
、
２
日
間
で
延
べ

読
　
者

か
ら
の

声
　

188

　

母
親
に
「
振
り
込
み
サ
ギ
に

引
っ
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
ネ
」
と

言
っ
た
ら
、「
要
求
額
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
な
多
額
な
お
金
は
持
っ

て
い
な
い
か
ら
大
丈
夫
よ
」
と
答

え
ら
れ
、
私
は
納
得
し
た
。

（
指
宿
市
・
女
性
）

　

契
約
社
員
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
息

子
の
将
来
が
心
配
で
す
。
今
の
ま
ま

で
は
結
婚
も
で
き
ず
、
孫
の
顔
な
ど

夢
の
ま
た
夢
で
す
。

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　

福
祉
だ
よ
り
６
５
０
号
は
、
多
く

の
方
の
あ
い
さ
つ
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
表
紙
の

写
真
も
と
て
も
き
れ
い
で
す
ね
。
藺

牟
田
池
の
朝
日
を
見
に
行
っ
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。（

薩
摩
郡
・
男
性
）

　

保
健
室
登
校
の
子
ど
も
た
ち
が
ワ

イ
ワ
イ
言
い
な
が
ら
問
題
を
解
い
て

い
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
そ
う
で

し
た
。
今
後
も
頭
の
体
操
に
な
る

問
題
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

（
姶
良
市
・
女
性
）

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
記
事
、
毎

回
目
を
通
し
て
い
ま
す
。
自
分
を

大
切
に
し
な
が
ら
楽
し
く
働
く
た

め
に
。
あ
り
が
た
い
特
集
で
す
。

（
指
宿
市
・
女
性
）

　
＂
ニ
ュ
ー
ス
笑
ア
ッ
プ
＂
を
楽

し
ん
で
読
ん
で
い
ま
す
。「
ホ
ン

ト
に
�
」
と
心
か
ら
納
得
で
す
。

（
枕
崎
市
・
女
性
）
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自
治
労
鹿
児
島
県
本
部

副
執
行
委
員
長

猪
鹿
月
弘
行

　

ス
ラ
ム
再
定
住
地
で
は
、
小
学

校
代
替
施
設
の
寺
子
屋
で
４
歳
か

ら
12
歳
ま
で
の
子
ど
も
20
人
ほ
ど

が
狭
い
空
間
で
（
壁
が
な
く
教
室

と
は
言
え
な
い
）
同
じ
授
業
を
受

け
て
い
ま
し
た
。先
生
は
１
人
で
、

異
年
齢
の
子
ど
も
に
教
え
る
苦
労

を
話
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
街
は
人

口
70
万
人
で
、
訪
れ
た
小
学
校
は

１
ク
ラ
ス
45
人
、
全
校
生
徒
千
百

人
の
大
き
な
小
学
校
で
し
た
が
、

寺
子
屋
と
同
じ
く
教
育
環
境
は
と

て
も
ひ
ど
い
で
し
た
。
41
歳
の
女

の
先
生
が
賃
金
は
月
40
ド
ル
で
、

こ
れ
で
は
生
活
で
き
な
い
と
話
し

ま
し
た
。

　

観
光
地
で
は
、
子
ど
も
が
物
売

り
の
「
仕
事
」
を
し
て
お
り
、
学

校
に
は
通
っ
て
な
い
よ
う
で
し

た
。
ど
こ
で
も
、
貧
乏
の
極
致

で
し
た
が
悲
壮
感
は
な
く
、
元
気

い
っ
ぱ
い
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
の

た
く
ま
し
さ
を
見
た
視
察
で
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
国
交
通
労
働
組
合

松
脇　
　

博

　

初
め
に
ポ
ル
ポ
ト
政
権
時
代
に

大
虐
殺
が
あ
っ
た
刑
務
所
を
見
に

行
っ
た
。
か
な
り
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
、
へ
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
の

後
、
エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン
島
村
氏
の

案
内
で
セ
ン
ソ
ク
の
寺
小
屋
授
業

を
見
に
行
っ
た
。
決
し
て
日
本
で

は
見
ら
れ
な
い
場
所
で
の
授
業
風

景
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
４
歳
以
上

の
子
ど
も
た
ち
が
学
ん
で
い
た
。

将
来
の
夢
は
何
か
の
質
問
に
、
学

校
の
先
生
、医
者
、警
察
官
、サ
ッ

カ
ー
選
手
、
中
に
は
ミ
ス
カ
ン
ボ

ジ
ア
と
言
っ
た
子
ど
も
も
い
た
。

子
ど
も
の
夢
は
国
籍
を
問
わ
ず
同

じ
な
ん
だ
と
感
じ
た
。
こ
の
子
ど

も
た
ち
の
夢
が
何
の
規
制
な
く
叶

う
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
子

ど
も
た
ち
の
夢
が
叶
う
よ
う
に
今

後
も
支
援
を
続
け
た
い
。

平
成
27
年
度
施
行
の
介
護
保
険
制

度
改
革
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
医
療
・
介

護
一
体
改
革
に
向
け
た
制
度
改
革

の
第
一
歩
と
し
て
、「
医
療
か
ら

介
護
へ
」、「
施
設
か
ら
在
宅
へ
」

の
方
向
を
踏
ま
え
た
改
革
で
あ
る

こ
と
、
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
年

代
と
な
る
平
成
37
年
を
目
標
年
度

と
し
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
完
成
に
向
け
た
位
置
づ
け

で
も
あ
り
、
今
後
は
自
分
で
で
き

る
こ
と
は
自
分
で
行
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
詳
し

く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
車
い
す
を
搬
入
し
、
実

践
も
交
え
て
の
本
格
的
な
講
義
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、参
加
者
全
員
、

介
護
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
寺
小
屋
訪
問
レ
ポ
ー
ト

ＳＣＡＤＰ保護施設で風船を膨らませている
松脇博（南国交通労組）さん

介
護
教
室
を
開
催

熊
毛
地
域
労
福
協

　

熊
毛
地
域
労
福
協
（
種
子
島
地

区
）
で
は
、「
訪
問
介
護
あ
り
が

と
う
」
の
介
護
支
援
専
門
員
、
鮫

島
寛
生
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
介

護
教
室
を
２
月
18
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

講
義
は
、
こ
れ
ま
で
の
体
験
談

と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
の
自

己
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
介
護
保
険

の
仕
組
み
や
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
な
ど
介
護
保
険
の
制
度
説
明
、

　

姶
良
地
区
で
は
12
月
10
日
水
曜

日
午
前
10
時
よ
り
、
隼
人
教
育
会

館
で
地
域
高
退
連
設
立
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
設
立
議
案
を
提
案

し
全
会
一
致
で
可
決
し
設
立
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
香
川
紀
征
会
長
を
旗

印
に
県
高
退
連
の
方
針
に
沿
っ

て
、
各
構
成
組
織
の
歴
史
的
な
経

過
も
踏
ま
え
な
が
ら
地
域
高
退
連

の
組
織
拡
大
、
構
成
組
織
の
全
員

加
入
拡
大
を
展
開
し
ま
す
。

会
　
長　

香
川
紀
征
・
自
治
体
退

副
会
長　

児
玉
勉
・
郵
政
退

副
会
長　

中
島
洋
一
郎
・
退
教
協

高
退
連
設
立
総
会
を
開
催

姶
良
伊
佐
地
域

ＳＣＡＤＰ保護施設で生活用品を贈る猪鹿月
弘行さんと村上団長（左から）
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〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
、
住
所
、

名
前
、
職
場
名
、
郵
便
番
号
を
明
記

の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対
す
る
ご

意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。
締

め
切
り
は
２
０
１
５
年
４
月
８
日
必

着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞
品
を
進

呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00　
64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三　

鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

２
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

１
０
７
通
で
、
１
０
７
通
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記

の
20
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
６
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

答え「すぎかふん」
　　  （杉花粉）

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　�
遠
浅
の
海
で
ア
サ
リ
や
ハ

マ
グ
リ
を
と
り
ま
す

５
　�

な
く
て
七
…
…

７
　�

清
掃
工
場
の
…
…
を
利
用

し
た
温
水
プ
ー
ル

８
　�

人
並
み
以
上
の
真
面
目
さ

10
　�

風
呂
場

11
　�

日
本
式
の
こ
と
で
す

13
　�

特
別
の
出
演
者

15
　�

贈
り
物
に
添
え
る
し
る
し

16
　�

忙
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん

17
　�

邪
魔
を
し
て
く
い
止
め
る

こ
と

19
　�

酒
に
酔
う
と
よ
く
笑
い
ま
す

23
　�

ソ
ー
ラ
ン
節
と
は
切
っ
て

も
切
り
離
せ
ま
せ
ん

24
　�

70
歳

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　�

４
月
29
日

２
　�

山
頂
と
山
頂
を
つ
な
ぎ
ま
す

３
　�

発
明
の
母

４
　�

お
相
撲
さ
ん
の
こ
と
で
す

５
　�

買
わ
な
け
れ
ば
当
た
り
ま

せ
ん
。
宝
…
…

６
　�

土
木
・
建
築
に
は
欠
か
せ

な
い
粉
で
す

９
　�
ま
ぶ
た
の
ふ
ち
に
あ
り
ま
す

12
　�
歌
の
調
子
。
こ
の
歌
は

…
…
が
む
ず
か
し
い

14
　�

沖
縄
美
ら
海
水
族
館
の

…
…
は
世
界
有
数
の
大
き
さ

18
　�

カ
ミ
ナ
リ
課
長
は
…
…
の

鬼
？

20
　
高
価
な
観
賞
用
の
花
で
す

21
　�

…
…
紹
介
、…
…
満
足

22
　�

推
測
。
…
…
せ
ぬ
出
来
事

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

柳
元　

秀
昭　
　

永
田
智
代
子

　

山
口　

信
夫　
　

神
村　

美
香

　

遠
矢　

裕
二　
　

岩
元　
　

結

　

溝
神　

純
久　
　

日
高
美
佐
子

　

中
村　

卓
男　
　

内
村
ひ
と
み

　

岩　
　

智
洋　
　

池
田　

尚
子

　

大
原　
　

尚　
　
久
木
田
美
智
子

　

小
原　

弘
幸　
　

西
山
し
の
ぶ

　

東　
　

順
也　
　

山
下　

淳
美

　

福
﨑　

真
澄　
　

浜
田　

弘
志

九州労働金庫の定める保証機関保 証 機 関

県内の中小企業にお勤めの
方ならどなたでもご相談い
ただけます。

月・火・木・金曜　10：00～ 19：00
土曜・日曜　10：00～ 17：00
（水曜・祝日は休業）

http://kyusyu.roukin.or.jp
＊九州ろうきんホームページアドレス

＊全労済ホームページアドレス

＊労福協ホームページアドレス
http://www.zenrosai.coop

http://kagoshima-rofuku.jp/

1 0120ー２６２ー２５２
? 099ー２３９ー１３２０

別途保証料（年0.7％・年1.0％・年1.2％のいずれか）が必要となります。

勤労者ファミリー資金融資
金利が下がりました！

 
 

 

　全労済鹿児島は、2015年3月23日に創立55周年をむかえます。現在、55
周年事業計画活動の一環で、重点共済の取り組み展開中です。

別途保証料（年0.7％・
年1.0％・年1.2％の
いずれか）が必要と
なります

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別途費用が
かかる場合があります。


